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都
の
「
杉
並
中
継
所
周
辺
環
境
問
題
調
査
委
員
会
」
は
３
月　

日
、
問
題
の
主
な
原
因
を
都
清
掃
局
杉
並
中
継
所
の
排
水
か
ら
発
生
し
た

３１

硫
化
水
素
と
す
る
報
告
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
に
同
中
継
所
は
都
か
ら
区
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
が
、
区
は
こ
の
問
題
の
早
期
解
決
に
向
け
て
、
全
力
で
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

―
問
い
合
わ
せ
は
環
境
保
全
課
へ
。

　

今
回
、
公
表
さ
れ
た
調
査

委
員
会
の
調
査
結
果
は
、
こ

れ
ま
で
井
草
森
環
境
問
題
に

つ
い
て
そ
の
原
因
を
不
明
と

し
て
き
た
都
の
姿
勢
を
転
換

し
た
も
の
で
あ
り
、
問
題
解

決
に
向
け
て
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
た
も
の
と
評
価

し
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

に
対
し
て
石
原
都
知
事
の
ご

努
力
に
感
謝
し
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
は
、
開
設
当

時
の
杉
並
中
継
所
の
汚
水
処

理
に
問
題
が
あ
っ
た
と
指
摘

し
て
い
ま
す
が
、
都
が
こ
の

点
を
真 
摯 
に
受
け
止
め
健
康

し

被
害
者
へ
の
対
応
を
速
や
か

に
講
ず
る
よ
う
求
め
ま
す
。

　

杉
並
中
継
所
は
４
月
１
日

に
都
か
ら
区
に
移
管
さ
れ
ま

し
た
。
私
は
昨
年
、
杉
並
区

長
に
就
任
し
て
以
来
、
こ
の

問
題
は　

世
紀
に
持
ち
越
さ

２１

な
い
と
述
べ
て
き
ま
し
た
。

区
と
し
て
は
都
や
厚
生
省
、

環
境
庁
な
ど
か
ら
も
協
力
を

得
な
が
ら
、
引
き
続
き
施
設

の
安
全
性
に
つ
い
て
点
検
を

行
う
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
そ

の
内
容
を
公
開
し
つ
つ
、
今

年
中
に
結
果
を
区
民
の
皆
さ

ん
に
明
ら
か
に
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
健
康
相
談
窓
口

の
常
設
、
住
民
懇
談
会
の
継

続
的
な
開
催
、
そ
し
て
根
本

的
に
は
不
燃
ご
み
の
無
害

化
・
減
量
化
を
実
行
し
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

私
の
約
束
ど
お
り
、
今
世
紀

中
に
は
周
辺
住
民
の
皆
さ

ん
、
そ
し
て
区
民
の
皆
さ
ん

に
杉
並
中
継
所
が
安
心
で
き

る
施
設
だ
と
納
得
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
責
任
を
全
う

す
る
決
意
で
す
。

井
草
森
公
園
周
辺
環
境
問
題
調
査
結
果
報
告
を
受
け
て

杉
並
区
長　

山
田　

宏

　

特
別
区
（
東
京
二
三
区
）、

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組

合
、
特
別
区
競
馬
組
合
が
採

用
す
る
大
学
卒
業
程
度
の
能

力
を
有
す
る
職
員
の
採
用
候

補
者
を
決
定
す
る
た
め
、
採

用
試
験
を
実
施
し
ま
す
（
採

用
は
原
則
と
し
て
平
成　

年
１３

４
月
１
日
以
降
）。

　

【
第
一
次
試
験
日
】
６
月

　

日
∂
【
試
験
区
分
・
採
用

１８予
定
数
】
左
表
の
と
お
り

【
試
験
案
内
の
配
布
場
所
】

都
内
各
区
役
所
及
び
特
別
区

特別区職員（ø類）募集

井井
草草
森森
公公
園園
周周
辺辺
環環
境境
問問
題題
にに
つつ
いい
てて

　

区
立
井
草
森
公
園
周
辺
地
域

に
お
住
ま
い
の
方
が
、
平
成
８

年
以
降
、
せ
き
や
た
ん
、
眼
や

皮
膚
の
か
ゆ
み
な
ど
の
症
状
を

訴
え
る
井
草
森
公
園
周
辺
環
境

問
題
に
関
し
て
、
都
は
専
門
家

に
よ
る
「
杉
並
中
継
所
周
辺
環

境
問
題
調
査
委
員
会
」
を
設
置

し
ま
し
た
。
そ
し
て
原
因
究
明

の
た
め
に
調
査
を
依
頼
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
程
、
同
委
員

会
の
報
告
書
が
ま
と
ま
り
、
３

月　

日
、
都
に
提
出
さ
れ
ま
し

３１
た
。

　

報
告
書
は
、
平
成
８
年
４
月

か
ら
８
月
を
中
心
に
こ
の
周
辺

で
異
臭
に
関
す
る
苦
情
や
健
康

不
調
を
訴
え
る
人
が
多
発
し
て

い
る
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
主

な
原
因
を
杉
並
中
継
所
か
ら
の

排
水
に
含
ま
れ
て
い
た
硫
化
水

素
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
同
じ

時
期
に
、
井
草
森
公
園
樹
木
の

添 
え
木
に
含
ま
れ
て
い
た
防
腐

剤
に
よ
る
影
響
も
否
定
で
き
な

い
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

報
告
書
は
さ
ら
に
続
け
て
、

健
康
不
調
の
方
の
健
康
状
態
の

把
握
や
健
康
相
談
の
必
要
を
指

摘
す
る
ほ
か
、
中
継
所
に
関
す

る
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
続

け
、
周
辺
住
民
の
方
の
健
康
被

害
の
再
発
を
防
止
し
、
不
安
を

解
消
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
結
ん
で
い
ま
す
。

　

報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
翌
日

の
４
月
１
日
か
ら
、
都
区
制
度

改
革
が
実
施
さ
れ
、
杉
並
中
継

所
も
区
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。

　

区
で
は
今
回
の
報
告
書
の
内

容
を
受
け
な
が
ら
、
井
草
森
公

園
周
辺
環
境
問
題
を　

世
紀
へ

２１

持
ち
越
さ
な
い
決
意
を
持
ち
、

問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
区
で
は
次
の
よ

う
な
施
策
の
実
施
を
し
て
い
き

ま
す
。

A
健
康
相
談
窓
口
を
杉
並
保
健

所
に
常
設
。
必
要
な
場
合
に

は
医
療
機
関
を
紹
介 
し
、
初

診
に
関
わ
る
保
険
適
用
医
療

の
自
己
負
担
分
助
成

B
受
診
者
の
健
康
状
態
の
追
跡

調
査

C
「
井
草
森
公
園
周
辺
環
境
問

題
に
関
す
る
住
民
懇
談
会
」

の
継
続
開
催

D
安
全
操
業
の
点
検
の
た
め
中

継
所
か
ら
の
排
気
、排
水
、周

辺
地
域
の
空
気
に
つ
い
て
の

有
害
化
学
物
質
調
査
の
継
続

E
中
継
所
に
搬
入
さ
れ
る
不
燃

ご
み
の
組
成
調
査

F
中
継
所
職
員
の
健
康
調
査

G
不
燃
ご
み
の
無
害
化
と
減
量

化
を
め
ざ
し
た
有
害
ご
み
の

分
別
回
収

　

区
で
は
、
こ
の
問
題
を
今
世

紀
中
に
解
決
す
る
た
め
に
、
区

民
の
皆
さ
ん
・
事
業
者
の
皆
さ

ん
と
協
力
し
て
、
安
全
で
快
適

な
環
境
の
保
全
・
創
出
を
目
指

し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

調
査
委
員
会
報
告

ま
と
ま
る

中
継
所
の
硫
化
水
素

が
主
な
原
因

報
告
書
に
対
す
る

区
の
対
応
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▲井草森公園

人
事
委
員
会
事
務
局
【
申
込

方
法
】
A
郵
送
＝
５
月　

日
１２

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
特
別

区
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用

課
（
〒　

‐
０
０
７
３
千
代

１０２

田
区
九
段
北
１
―
１
―
４
）

へ
B
持
参
＝
各
区
役
所
人
事

担
当
課
（
５
月　

日
〜　

１５

１８

日
）
ま
た
は
特
別
区
人
事
委

員
会
事
務
局
任
用
課
（
５
月

　

日
〜　

日
）
へ
／
い
ず
れ

１９

２３

も
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
午

前　

時
〜
午
後
５
時

１０
◇
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

特
別
区
な
ど
を
よ
く
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

【
日
時
】
５
月
２
日
∏
午

前
９
時　

分
〜
午
後
３
時　

３０

３０

分
【
会
場
】
特
別
区
職
員
研

修
所
（
江
東
区
塩
浜
２
―　
２２

―　

）
１０

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場

へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
特
別
区

人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課

採
用
係
@
５
２
１
０
‐
９
７

８
７
／
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

@

３
２
６
１
‐
２
２
２
１

へ
。

〈特別区職員ø類の試験区分・受験資格〉

主な受験資格採用予定数試験区分

日本国籍を有する人で学歴
を問わず、昭和４８年４月２
日～昭和５４年４月１日まで
に生まれた人

約１９０名事　　務

各約１５名
土木造園（土木）
建　　築

若干名機　　械
国籍、学歴を問わず、昭和
４６年４月２日～昭和５４年４
月１日までに生まれた人
（社会福祉士、保育士又は
児童指導員のいずれかの資
格を有する人）

約２０名福　　祉

日本国籍を有する人で学歴
を問わず、昭和４６年４月２
日～昭和５４年４月１日まで
に生まれた人（食品衛生監
視員及び環境衛生監視員の
資格を有する人）

約１０名衛生監視

(注)１.受験資格等の詳細については、試験案内を参照してくだ
さい。２.ø類事務は、点字でも受験できます。
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世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を

２１
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
今
回
の
予

算
編
成
の
な
か
で
も
、
健
康
と

環
境
、
そ
し
て
未
来
を
担
う
子

ど
も
達
の
教
育
に
係
る
問
題
を

特
に
重
視
し
ま
し
た
。

　

区
は
「
井
草
森
公
園
周
辺
環

境
問
題
」
と
い
う
困
難
な
問
題

を
抱
え
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
健

康
調
査
や
住
民
懇
談
会
な
ど
を

通
じ
て
原
因
究
明
、
健
康
不
調

者
へ
の
対
応
な
ど
に
全
力
を
あ

げ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
問
題
は

区
民
の
健
康
問
題
で
あ
る
と
同

時
に
環
境
問
題
と
し
て
の
側
面

を
強
く
持
っ
て
い
ま
す
。

　

水
や
み
ど
り
な
ど
の
自
然
環

境
の
保
全
、
創
出
に
努
め
、
経

済
活
動
と
環
境
が
調
和
し
た

「
環
境
共
生
型
社
会
」
づ
く
り

を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
清
掃
事

業
の
移
管
を
き
っ
か
け
に
、
資

源
が
循
環
的
に
活
用
さ
れ
廃
棄

物
が
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
い

「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
型
社

会
」
づ
く
り
な
ど
に
向
け
て
大

き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

　
　

世
紀
に
向
け
て
の
も
う
一

２１
つ
の
大
き
な
課
題
は
、
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
問

題
で
す
。
教
育
の
目
的
は
、
子

ど
も
た
ち
が
、
社
会
で
よ
り
良

く
生
き
て
い
く
力
を
育
て
て
い

く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
学
校
だ
け
で
は
な

く
、
家
庭
や
地
域
社
会
の
そ
れ

ぞ
れ
が
、
そ
の
機
能
を
果
た
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

学
校
が
、
子
ど
も
の
能
力
を

伸
ば
す
と
と
も
に
、
自
ら
の
行

動
に
責
任
を
持
つ
こ
と
を
教
え

る
役
割
を
担
う
た
め
に
は
、
子

ど
も
た
ち
が
、
も
っ
と
地
域
と

ふ
れ
あ
い
、
お
互
い
の
交
流
を

深
め
、
相
互
に
学
び
合
う
機
会

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

ま
た
、
授
業
の
公
開
な
ど
を

通
じ
て
、
学
校
の
情
報
を
地
域

に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
地
域

住
民
の
意
向
を
反
映
さ
せ
る

「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
も

大
い
に
推
進
す
べ
き
も
の
と
考

え
ま
す
。

　平成１２年度を「山積する課題を整理して２１世紀新年の準備をする年」、「新しい時代に向け、区民と協働して自治の基盤づくりをする年」

と位置づけ、平成１２年度予算は、財政危機の中で財政再建を優先しながらも、２０世紀から２１世紀への夢をつなぐかけ橋となるように配慮し

ました。

　そこで、すべての事務事業を総点検する事務事業評価を行うとともに、「行革大綱」に基づいた「行財政再建緊急プラン」を取りまとめ、

今回の予算に反映させました。

―問い合わせは、予算課へ。

ををつつななぐぐかかけけ橋橋夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢
平平成成1122年年度度予予算算がが決決ままりりままししたた

世
紀
に
向
け

　

世
紀
に
向
け

２１２１健
康
・
環
境
と
教
育
を
重
視

健
康
・
環
境
と
教
育
を
重
視

0 500 1000 1500 2000 2500 3000 3500 4000

福祉費�
少子・高齢化対策など福祉の充実のために�

学校教育、社会教育のために�

区債の元金・利子の支払のために�

庁舎の管理、広報、広聴のために�

清掃事業やまちづくりのために�

公園の新設、道路の維持管理のために�

区民施設の管理やコミュニティ活動推進のために�

健康を守るために�

区経済の活性化のために�

区議会の運営のために�

その他予備�その他予備�

教育費�

諸支出金�

総務費�

都市環境費�

土木費�

区民生活費�

保健衛生費�

産業経済費�

議会費�

予備費�

3,566円�

1,407円�

1,303円�

1,166円�

930円�

558円�

503円�

359円�

127円�

67円�

14円�

予算を10,000円�
　　に換算すると…�
予算を10,000円�
　　に換算すると…�
予算を10,000円�
　　に換算すると…�

　　　〈一般会計歳入〉�

平成１２年度総額�

１，４０２億円�

特別区税�
５３０億円�
（３７．８％）�

特別区民税�
４９９億円（３５．６％）�

特別区財政交付金�
２６９億円（１９．２％）�

諸収入�
１２８億円（９．１％）�

国庫支出金�
８６億円（６．１％）�

繰入金�
７８億円（５．６％）�

その他�
１４７億円（１０．５％）�

特別区税�
５３０億円�
（３７．８％）�

特別区民税�
４９９億円（３５．６％）�

特別区財政交付金�
２６９億円（１９．２％）�

諸収入�
１２８億円（９．１％）�

国庫支出金�
８６億円（６．１％）�

繰入金�
７８億円（５．６％）�

地方特例交付金�
５０億円（３．６％）�

都支出金�
４９億円（３．５％）�

その他�
１４７億円（１０．５％）�使用料及び手数料�

４３億円（３．０％）�

特別区債２２億円（１．６％）�

たばこ税�
３０億円（２．１％）�

軽自動車税�
１億円（０．１％）�

　　〈一般会計歳出〉�

平成１２年度総額�

１，４０２億円�
既定事業�

６９７億円（４９．７％）�

職員人件費�
４４３億円（３１．６％）�

既定事業�
６９７億円（４９．７％）�

職員人件費�
４４３億円（３１．６％）�

投資事業�
５４億円（３．９％）�

新規・臨時事業�
１１５億円（８．２％）�

公債費�
９３億円（６．６％）�

平成１２年度　杉並区当初予算

増減率１１年度１２年度会　　計 

７．０％
（△５．８％）

１３１０億３０００万円
１４０１億８８００万円

（１２３３億８５００万円）
一般会計

５．０％３２５億４４００万円３４１億８４００万円国民健康保険事業会計

△６．９％４７７億３４００万円４４４億４５００万円老人保健医療会計

△４．１％８億１３００万円７億８０００万円用地会計

－－１６９億７４００万円介護保険事業会計

１１．５％
（３．６％）

２１２１億２１００万円
２３６５億７１００万円

（２１９７億６８００万円）
合　　計

※（　）内は清掃事業移管経費分（９９億４１００万円）と、現在の基金を柔軟に使えるようにするための
基金の再構築に伴い、一時的に一般会計に繰り入れる額（６８億６２００万円）を除いた予算額。
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このようにして編成した１２年度予算規模は、表のとおりです。
１２年度より都から移管された清掃事業経費などを差し引くと実
質は、緊縮型の予算であり、財政再建型の予算となっています。
　なお、赤字国債の特別区版というべき減税補てん債について
は、財政健全化を目指す姿勢を示すために、１５億円に発行額を
圧縮して予算計上しました。

●
井
草
森
公
園
周
辺
健
康
影
響

評
価
の
実
施

　

二
〇
万
円

●
井
草
森
公
園
周
辺
環
境
問
題

に
関
す
る
住
民
懇
談
会
の
開
催

　

四
〇
万
円

●
健
康
不
調
者
に
対
す
る
受
診

助
成

　

八
〇
万
円

●
清
掃
事
業
の
移
管

 
九
九
億
四
一
〇
〇
万
円

●
中
継
所
搬
入
ご
み
の
組
成
調

査
を
実
施

　

九
〇
〇
万
円

●
乾
電
池
・
殺
虫
剤
等
の
特
定

家
庭
廃
棄
物
の
モ
デ
ル
回
収
の

実
施

　

四
四
〇
〇
万
円

●
カ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
の
全
集
積

所
へ
の
貸
し
出
し

　

一
八
〇
〇
万
円

●
環
境
行
動
指
針
の
策
定

 
六
〇
〇
万
円

●
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
発
生
抑
制

条
例
の
制
定
及
び
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
調
査
の
実
施

 
一
六
〇
〇
万
円

●
区
と
し
て
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

１
認
証
取
得
す
る
た
め
の
調
査

 
一
一
〇
〇
万
円

●
南
北
交
通
バ
ス
に
天
然
ガ
ス

車
を
導
入

　

二
六
〇
〇
万
円

●
強
化
磁
器
食
器
の
買
い
替
え

（
小
学
校
三
校
、中
学
校
二
校
）

　

一
二
〇
〇
万
円

●
日
本
興
業
銀
行
柏
の
宮
グ
ラ

ン
ド
の
買
収
に
向
け
た
測
量
調

査
や
基
本
設
計

　

五
九
〇
〇
万
円

●
貴
重
木
の
選
定
と
樹
木
医
の

派
遣

　

二
〇
〇
万
円

●
阿
佐
谷
と
浜
田
山
を
結
ぶ
南

北
交
通
バ
ス
路
線
の
開
設

 
一
億
八
五
〇
〇
万
円

●
都
市
計
画
道
路
補
助　

号
線

２２６

な
ど
の
架
空
線
の
地
中
化

 
三
億
四
七
〇
〇
万
円

●
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
派
遣
三
〇
〇
万
円

●
小
・
中
学
校
の
耐
震
改
築
・

改
修
一
四
億
六
〇
〇
万
円

●
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

 
五
〇
〇
万
円

●
移
動
系
防
災
無
線
の
全
小
中

学
校
に
配
備
七
〇
〇
万
円

●
防
災
登
録
井
戸
設
置
・
修
理

助
成
三
〇
〇
万
円

●
求
職
求
人
情
報
や
、
企
業
の

受
発
注
情
報
な
ど
を
取
り
込
ん

だ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
す
ぎ
な
み
・

ワ
ー
ク
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
」
の
開
設
三
〇
〇
万
円

●
商
店
街
活
性
化
の
た
め
に
、

ア
メ
ニ
テ
ィ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
タ

ウ
ン
助
成

　

七
九
〇
〇
万
円

●
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
な
ど
の
新
産
業
の

実
態
と
、
支
援
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
た
め
の
「
新
産
業
実
態

動
向
調
査
」
の
実
施

 
一
〇
〇
〇
万
円

２２００世世紀紀かからら２２１１世世紀紀へへのの
健
康
・
環
境

先
進
都
市
を
め
ざ
し
て

井
草
森
公
園
周
辺
環
境
問
題

を　

世
紀
に
持
ち
越
さ
な
い

２１
決
意
で
取
り
組
み
ま
す

清
掃
事
業
の
円
滑
な
移

管
と
、
さ
ら
な
る
施
策

の
充
実
を
図
り
ま
す

「
地
球
に
や
さ
し
い
環
境

づ
く
り
」を
目
指
し
ま
す

区
の
緑
被
率
の
低
下
に

歯
止
め
を
か
け
、
み
ど

り
の
保
全
を
行
い
ま
す

安
全
で
快
適
なま

ち
づ
く
り
の
た
め
に

交
通
不
便
地
域
の
解
消
や
、

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

を
支
援
し
、快
適
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す

地
域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
に

雇
用
の
拡
大
や
、
新
産
業
へ
の

支
援
に
踏
み
出
す
な
ど
、
区
の

経
済
活
性
化
を
進
め
ま
す
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区債残高の推移�区債残高の推移�

年度�※平成11、12年度については見込額�

億円� 臨時税収補てん債�
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▲区立小学校の新入生（４月６日）

●
「
杉
並
の
教
育
を
考
え
る
懇

談
会
」
の
設
置
二
〇
〇
万
円

●
（
仮
称
）
２
０
０
０
年
サ
イ

エ
ン
ス
杉
並
賞
の
創
設

 
三
〇
〇
万
円

●
学
校
開
放
に
よ
る
パ
ソ
コ
ン

教
室
の
開
催
四
〇
〇
万
円

　

世
紀
に
向
け
た
教
育
の

２１

充
実
の
た
め
に

学
校
の
自
主
性
を
高
め
個
性

の
あ
る
教
育
、
特
色
の
あ
る

学
校
づ
く
り
を
進
め
ま
す

地
域
の
力
に
支
え
ら
れ
た
教

育
の
推
進
と
、
学
校
の
教
育

力
を
地
域
に
活
か
し
ま
す

子
供
た
ち
の
科
学
に
対
す

る
興
味
を
膨
ら
ま
せ
ま
す

防
災
対
策
に
力
を
注
ぎ
、安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

●
介
護
保
険
事
業
会
計
の
設
置

 
一
六
九
億
七
四
〇
〇
万
円

●
余
裕
教
室
の
活
用
を
含
め
た

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
の
建
設
・
整
備

 
四
億
二
八
〇
〇
万
円

●
い
き
い
き
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
（
新
規
）
九
〇
〇
万
円

●
家
事
・
付
き
添
い
サ
ー
ビ
ス

事
業
（
新
規
）

 
一
億
七
〇
〇
万
円

●
住
宅
改
修
予
防
給
付
事
業

（
新
規
）
二
〇
〇
万
円

●
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
介
護
支

援
専
門
員
養
成
事
業
の
実
施

 
一
三
〇
〇
万
円

●
低
所
得
者
利
用
者
負
担
軽
減

事
業
（
新
規
）

 
七
五
〇
〇
万
円

● 
徘
徊 
高
齢
者
検
索
シ
ス
テ

は
い
か
い

ム
の
導
入（
新
規
）五
〇
〇
万
円

●　

歳
の
方
を
顕
彰
す
る
半
寿

８１

少
子
・
高
齢
化
へ
の
対
応

介
護
保
険
の
円
滑
な
実
施

と
、新
た
な
高
齢
化
対
応
の

施
策
を
は
じ
め
ま
す

顕
彰
（
新
規
）
五
〇
〇
万
円

●
国
の
少
子
化
対
策
臨
時
特
例

交
付
金
事
業
と
し
て
駅
前
保
育

所
設
置
、
高
円
寺
南
保
育
園
の

耐
震
補
強
・
増
築
工
事
等
の
実

施
一
億
七
四
〇
〇
万
円

●
学
童
ク
ラ
ブ
の
育
成
時
間
の

延
長
等
一
億
七
〇
〇
万
円

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
運
営

 
一
〇
〇
〇
万
円

●
都
営
上
高
井
戸
団
地
再
生
計

画
に
伴
う
高
井
戸
保
育
園
改
築

の
実
施
設
計
八
〇
〇
万
円

保
育
所
定
員
の
増
員
、地
域

の
子
育
て
環
境
整
備
な
ど

少
子
化
対
策
を
進
め
ま
す
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【
日
時
】
５
月　

日
º
午
後

２０

６
時
開
演
（
５
時　

分
開
場
・

３０

区
共
催
）【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉

並
（
梅
里
１
―　

―　

）【
指

２２

３２

揮
】
石
川
真
也
【
曲
目
】
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
＝
デ
ィ
ベ
ル
テ
ィ
メ

ン
ト
Ｋ　

／
フ
ェ
ラ
ー
リ
＝
弦

１３６

楽
の
た
め
の
セ
レ
ナ
ー
デ
変
ホ

長
調
ほ
か
【
定
員
】
五
六
八
名

【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー
@
３
３
１
７
‐
６
６

２
１
へ
。

　

【
日
時
】
６
月　

日
π
午
後

２８

６
時　

分
開
演
（
６
時
開
場
）

３０

【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅

里
１
―　

―　

）【
料
金
】
全
席

２２

３２

指
定
二
八
〇
〇
円
（
会
員
二
五

〇
〇
円
）【
演
出
】
石
塚
克
彦

【
振
付
】
小
澤
薫
世
・
劇
団
ダ

ン
ス
ス
タ
ッ
フ
【
前
売
り
開

始
】
４
月　

日
ª
午
前
９
時
〜

２１

※
５
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
は
入

場
で
き
ま
せ
ん
。

◇
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入

▼
杉
並
区
文
化
・
交
流
協
会
文

化
係
（
上
荻
３
―　

―
５
）
で

２９

販
売（
初
日
は
電
話
予
約
の
み
）

※
月
〜
金（
祝
日
は
除
く
）午
前

９
時
〜
午
後
５
時
。
問
い
合

わ
せ
は
、
同
協
会
文
化
係
@

５
３
１
１
‐
７
０
３
５
へ
。

　

ふ
だ
ん
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
リ
ハ
ー
サ

ル
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

【
日
時
】
５
月
７
日
∂
午
後

１
時
〜
２
時
（
０
時　

分
開

４５

場
）【
会
場
】
杉
並
公
会
堂
（
上

荻
１
―　

―　

）【
出
演
】
指
揮

２３

１５

＝
小
林
研
一
郎
／
管
弦
楽
＝
日

本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽

団
【
曲
目
】
黛
敏
郎
＝
Ｂ
Ｕ
Ｇ

Ａ
Ｋ
Ｕ
、
芥
川
也
寸
志
＝
弦
楽

の
た
め
の
三
楽
章
【
入
場
料
】

無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
・
交

流
課
へ
。

※
就
学
前
の
お
子
さ
ん
の
入
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

【
日
時
】
５
月　

日
º
午
後

２７

５
時　

分
開
演
（
５
時
開
場
・

３０

区
後
援
）【
会
場
】
杉
並
公
会

堂
（
上
荻
１
―　

―　

）【
出

２３

１５

演
】
第
一
部
・
三
部
＝
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
・
ア
ミ
ー
（
ラ
テ
ン
バ

ン
ド
）／
第
二
部
＝
澤
田
理
絵
、

塩
谷
靖
子
（
声
楽
ソ
プ
ラ
ノ
）

【
曲
目
】
マ
ン
ボ
�
５
、「
椿

姫
」
よ
り
ア
リ
ア
、
帰
れ
ソ
レ

Ｎｏ.

ン
ト
へ
ほ
か
【
入
場
料
】
三
〇

〇
〇
円
（
小
学
生
以
上
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
�
視
覚
障
害
者
支
援
総
合

セ
ン
タ
ー
@
５
３
１
０
‐
５
０

５
１
へ
。

　

【
日
時
】
５
月　

日
ª
午
後

１２

２
時　

分
〜
４
時　

分
【
会

３０

３０

場
】
杉
並
公
会
堂
（
上
荻
１
―

　

―　

）【
内
容
】
講
演
＝

２３

１５

「
台
湾
大
地
震
被
災
地
域
か
ら

の
報
告
」
／
映
画
＝
「
大
地

震
」
【
講
師
】
東
京
都
総
務
局

災
害
対
策
部
副
参
事
・
椎
名
卓

治
さ
ん
【
定
員
】
一
〇
〇
〇
名

（
先
着
順
）【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
防
災
課

へ
。

※
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

　

【
日
時
・
内
容
】
①
４
月　
２８

日
ª
＝
食
品
交
換
表
を
上
手
に

利
用
す
る
に
は
②
５
月
８
日
∑

＝
指
示
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
応
じ
た

献
立
の
立
て
方
／
い
ず
れ
も
午

後
１
時　

分
〜
３
時　

分
【
会

３０

３０

場
】高
円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー（
高

円
寺
南
３
―　

―　

）【
対

２４

１５

象
】
血
糖
値
が
高
め
の
方
、
す

で
に
糖
尿
病
の
食
事
療
法
を
し

福 
講
座
・

　

講
演

　

【
日
時
】
毎
週
月
曜
日
午

後
１
時
〜
４
時
【
会
場
】
A

区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
B
荻
窪

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
（
上
荻

１
―
９
―
１
荻
窪
タ
ウ
ン
セ

ブ
ン
二
階
）【
費
用
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場

へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
住
宅
課

ヘ
。

　

【
日
時
】
５
月　

日
∫
午

１１

後
１
時
〜
４
時
【
会
場
】
区

役
所
一
階
ロ
ビ
ー
【
費
用
】

無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場

へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
建
築
課

審
査
調
整
係
へ
。

※
A
図
面
な
ど
が
あ
る
場
合

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
B

手
話
に
よ
る
相
談
も
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

建
築
物
の
耐
震
診
断
・
改

修
に
必
要
な
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
建
築
物
は
、

昭
和　

年
６
月
１
日
以
前
に

５６

着
工
し
た
非
木
造
の
共
同
住

宅
お
よ
び　

歳
以
上
の
高
齢

６５

者
・
障
害
者
の
み
の
世
帯
が

居
住
す
る
木
造
住
宅
で
す
。

◇
診
断
費
の
助
成

　

区
が
指
定
す
る
診
断
機
関

が
診
断
し
た
場
合
に
限
り
、

非
木
造
共
同
住
宅
は
費
用
の

　

％
（
限
度
額
五
〇
万
円
）、

２０高
齢
者
な
ど
の
居
住
す
る
木

造
住
宅
は
、費
用
の　

％（
限

５０

度
額
七
万
五
〇
〇
〇
円
）
を

建
物
の
所
有
者
に
助
成
し
ま

す
。
助
成
期
間
は
、　

年
３

１３

月　

日
ま
で
で
す
。

３１

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、建
築
課
審
査
調
整
係
へ
。

◇
改
修
費
の
助
成

　

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震

改
修
を
行
う
高
齢
者
な
ど
の

居
住
す
る
木
造
住
宅
の
所
有

者
ま
た
は
居
住
者
に
、
工
事

費
の　

％
（
限
度
額
五
〇
万

５０

円
）
を
助
成
し
ま
す
。
助
成

期
間
は
、　

年
３
月　

日
ま

１３

３１

で
で
す
。

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
住
宅
課
へ
。

　

区
民
の
方
が
、
住
宅
の
修

繕
・
増
築
ま
た
は
耐
震
改
修

工
事
を
行
う
場
合
の
資
金
の

融
資
を
、
区
と
契
約
す
る
金

融
機
関
に
低
利
で
あ
っ
せ
ん

し
て
い
ま
す
。

　

【
内
容
】
右
表
の
と
お
り

　

問
い
合
わ
せ
は
、
住
宅
課

へ
。

※
賃
貸
用
住
宅
に
つ
い
て

も
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈住宅修築資金融資あっせん〉

自己用住宅

・３００万円
・高齢者などが同居する世帯、耐震改修工事は５００万円

限
度
額

・修繕＝基礎・土台・外壁・屋根・台所・浴室・便所など
の修繕、内部の模様替え、高齢化対応工事、耐震改修工
事、マンションの共用部分の改修など

・増築＝建築確認済証が必要
・延べ床面積＝１６５fl（高齢者などが同居する場合は２４０fl）
以下の住宅

工
事
内
容

・区内に１年以上住所があり、自己所有の住宅（配偶者ま
たは直系親族が所有する住宅を含む）に居住している方
・同居または同居予定の直系親族も可
・年齢＝申込み時満２０歳以上、返済完了時満７０歳未満
・所得＝前年の総所得金額が１００万円以上１２００万円未満
・住民税を滞納していないこと

申
込
者
の
要
件

・本人負担利率＝１.４３％（心身に障害がある方などが同居す
る世帯、高齢化対応工事、耐震改修工事は０.９５％）

・返済期間＝７年以内（３００万円を超える場合は１０年以内）
・連帯保証人が１名必要
・融資額３００万円を超える場合は物的担保が必要

融
資
の
条
件

※利率は変更になる場合があります。 

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震
ににににににににににににににににににににににににににににににににに
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えええええええええええええええええええええええええええええええええ
ててててててててててててててててててててててててててててててててて
耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐
震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震
診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診
断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断
ををををををををををををををををををををををををををををををををを

国民年金
２６歳～２９歳の
未加入者の方へ

　年金は、老齢になった
ときや、万が一障害にな
ったときなどに、生活の
安定を図ることを目的
とした制度で、原則とし
て２０歳から６０歳になる
まで加入します。
　今年度は２６歳から２９
歳の未加入者の方へ順
次加入のご案内をお送
りしますので、加入手続
きをしてください。
　問い合わせは、国民年
金課へ。

FAXによる
問い合わせは
本紙掲載の記事につい
てファクシミリでの問
い合わせは、下記へ送
信してください。広報
課または担当の課から
回答します。

FAX．3312‐9911

催
し

●往復ハガキには返信用
のあて先も記入を

●あて先は各記事の申込
先

●託児（３歳～就学前）の
ある行事は、託児希望
の有無、お子さんの氏
名・年齢・性別も記入

ハガキ記入例

A行事名
B住所
C氏名（フリガナ）
D年齢
E性別
F電話番号

（１人１枚）

行 事

て
い
る
方
な
ど
【
定
員
】
三
〇

名
【
参
加
費
】
無
料　

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
同
保
健
セ
ン
タ
ー
@
３
３

１
１
‐
０
１
１
６
へ
。

　

【
日
時
】
５
月
９
日
∏
午
前

９
時　

分
〜
正
午
【
テ
ー
マ
】

３０

ど
れ
だ
け
食
べ
て
ど
れ
だ
け
動

く
？
短
時
間
で
学
ぶ
実
践
方
法

【
講
師
】
健
康
運
動
指
導
士
・

岩
渕
日
佐
子
さ
ん
【
会
場
】
荻

窪
保
健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
５
―

　

―
１
）【
対
象
】
区
内
在
住

２０の
方
【
定
員
】
三
〇
名
【
参
加

費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
同
保
健
セ
ン
タ
ー
@
３
３

９
１
‐
０
０
１
５
へ
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
す
ぎ

な
み
（
阿
佐
谷
北
１
―
４
―

２
）
へ
の
出
品
は
、
５
月
９
日

か
ら
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま

す
。

▽
出
品
の
受
付
手
数
料

　

一
人
一
回
に
つ
き
二
〇
〇
円

▽
受
付
出
品
品
目
の
除
外

　

ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
腕
時
計
な

ど
の
装
飾
品
、
靴
、
帽
子
は
受

け
付
け
ま
せ
ん
。

◇
休
館
の
お
知
ら
せ

　

４
月　

日
¥
〜
５
月
８
日
∑

２９

は
休
館
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
シ
ョ
ッ
プ
す
ぎ
な
み
@
５
３

７
３
‐
０
６
６
９
へ
。

杉
並
弦
楽
合
奏
団

第　

回
定
期
演
奏
会

２６

�
地
震
�
そ
の
時
ど
う
す
る

防
災
講
演
と
映
画
の
会

e

！

�
杉
並
区
文
化
・

交
流
協
会
の
催
し

劇
団
ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら
ば

ん
公
演
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「 
瓶
ヶ
森 
の 
河
童 
」

か
め
が
も
り 

し
ば
て
ん

e

日
本
フ
ィ
ル
公
開
リ
ハ
ー
サ
ル

セ
ン
タ
ー
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

糖
尿
病
講
習
会

―
食
事
療
法
編

高
脂
血
症
予
防
セ
ミ
ナ
ー

�
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ

業
務
内
容
一
部
変
更
と

休
館
の
お
知
ら
せ

e

住
ま
い
の
修
繕
・

増
改
築
相
談

建
物
の
耐
震
診
断
や

耐
震
改
修
に
つ
い
て
の

無
料
相
談
会

建
築
物
の
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
費
の
一
部
を
助
成

住
宅
修
築
資
金
の

あ
っ
せ
ん

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �
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◆リサイクルひろば高井戸　５月の講習会◆

締切日申し込み方法参加費日　時講習会名（定員）

１日
往復ハガキ２００円８日∑午前１０時３０分～午後０時３０分紙パックからの紙すき        （１５名）
往復ハガキ２００円８日∑午後１時３０分～３時３０分絵手紙 ��������� （１５名）

２日往復ハガキ２００円１３日º午後１時３０分～３時３０分雑誌からの紙すき ���� （１０名）
６日往復ハガキ３００円１６日∏午前１０時３０分～午後１時リサイクルアイデアカード（２０名）

９日
往復ハガキ１００円＋

資料代１９日ª午前１０時３０分～午後０時３０分生ごみからたい肥作り �� （４０名）

往復ハガキ７００円２０日º午後１時～４時大工さんに習おう
(廃材からプランター作り) （６名）

―電話で先着順２００円＋
部品代２１日∂①午前１１時～B午後１時～自転車の手入れ方法 �� （各５名）

１６日

往復ハガキ５００円２６日ª午後１時３０分～３時３０分牛乳パックからいす作り   （１０名）
往復ハガキ５００円２６日ª午後１時３０分～３時３０分ネクタイから袋作り　　　（２０名）

往復ハガキ２００円２７日ºA午前１１時～B午後１時３０分～
C午後３時～包丁とぎを習おう ��� （各１０名）

１９日往復ハガキ１００円２８日∂午後１時３０分～３時
聴診器を使って生き物と触れ合お
う(幼稚園児以上の親子２０名、小学
３年生以上は子どもだけでも可)

※申し込み・問い合わせは、リサイクルひろば高井戸（〒１６８‐００７２高井戸東３‐７‐４@３３３１‐４３６０）へ。ハ
ガキ記入例参照（締切日必着）。申し込み多数の場合は、抽選。
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●　 平成１２（２０００）年４月２１日（金曜日）５

　

徘
徊
が
あ
る 
痴
呆 
性
高
齢
者

ち
ほ
う

（
若
年
を
含
む
）
を
介
護
し
て

い
る
方
に
、
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ

（
約
五
〇
Á
）
の
端
末
機
を
貸

与
し
ま
す
。
端
末
機
を
身
に
つ

け
た
方
が
徘
徊
し
た
と
き
、
Ｐ

Ｈ
Ｓ
通
信
網
を
利
用
し
て
、
位

置
情
報
の
提
供
を
し
ま
す
。

　

【
対
象
】
徘
徊
の
あ
る
痴
呆

性
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
方

で
端
末
機
の
管
理
が
で
き
る
方

【
募
集
人
数
】
六
〇
名
【
費

用
】
介
護
保
険
料
の
区
分
段
階

に
応
じ
て
負
担
（
無
料
〜
二
割

以
内
）

　

申
し
込
み
は
、
所
定
の
申
込

用
紙
（
高
齢
者
事
業
課
、
各
福

祉
事
務
所
、
各
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）
で
５

月　

日（
必
着
）ま
で
に
持
参
ま

１９
た
は
郵
送
。（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
、
選
考
に
な
り
ま
す
）

　

問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
者
事

業
課
（
区
役
所
東
棟
一
階
）へ
。

　

区
内
の
医
療
機
関
で
受
診
で

き
る
が
ん
検
診
を
左
表
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
（
４

面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
に
希

望
す
る
検
診
名
、
生
年
月
日
も

書
い
て
、
各
申
込
期
限
ま
で
に

杉
並
保
健
所
健
康
推
進
課
（
〒

　

‐
０
０
５
１
荻
窪
５
―　

―

１６７

２０

１
）
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
@
３

３
９
１
‐
１
０
１
５
へ
。

※
A
受
診
票
は
締
め
切
り
後
、

約
二
週
間
で
届
き
ま
す
B
今

年
度
か
ら
喉
頭
が
ん
検
診
は

申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽

選
と
な
り
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
減

量
と
資
源
の
有
効
利
用
の
た

め
、
購
入
費
を
一
部
助
成
し
ま

す
。

　

【
申
し
込
み
資
格
】
区
内
の

販
売
店
で
生
ご
み
処
理
機
を
購

入
予
定
の
方
で
、
次
の
要
件
を

す
べ
て
満
た
す
方
A
区
内
在
住

B
購
入
し
た
生
ご
み
処
理
機
を

区
内
で
継
続
し
て
使
用
で
き
る

C　

年
度
中
に
コ
ン
ポ
ス
ト
容

１２
器
購
入
費
の
助
成
を
受
け
て
い

な
い
【
助
成
金
】
二
万
円
（
た

だ
し
本
体
購
入
価
格
の
二
分
の

一
が
限
度
）【
助
成
予
定
件
数
】

三
〇
件

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

に
「
生
ご
み
処
理
機
購
入
費
助

成
希
望
」
と
明
記
し
、
住
所
、

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
電
話
番

号
、
購
入
予
定
機
種
を
書
い

て
、
５
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２３

に
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係
へ
。
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
、抽
選
。

当
選
通
知
を
受
け
た
後
に
購
入

し
、
領
収
書
ほ
か
必
要
書
類
を

添
え
て
助
成
金
を
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
へ
。

※
生
ご
み
処
理
機
＝
生
ご
み
を

温
風
乾
燥
や
微
生
物
分
解
な

ど
で
手
軽
に
減
量
し
、
堆
肥

な
ど
と
し
て
も
利
用
で
き
る

に
す
る
装
置
（
庭
の
な
い
家

庭
で
も
利
用
可
）。

　

４
月
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
番

組
で
は
毎
回
、
手
話
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒

に
手
話
を
勉
強
し
て
い
き
ま

す
。

　

ジ
ェ
イ
コ
ム
東
京
チ
ャ
ン
ネ

ル
２
（
杉
並
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
で
、

午
前
９
時
、
正
午
、
午
後
７
時

の
各
一
五
分
間
放
映
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
広
報
課

へ
。

　
　

年
度
（
第
四
六
回
）
の
杉

１１
並
区
善
行
青
少
年
表
彰
式
が
、

３
月　

日
行
わ
れ
ま
し
た
。
１

２８

月
に
各
方
面
か
ら
推
薦
を
い
た

だ
き
、
審
査
委
員
会
の
厳
正
な

審
査
の
結
果
、
次
の
五
団
体
と

個
人
七
名
の
皆
さ
ん
が
区
長
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
（
敬
称

略
）。

　

▽
環
境
美
化
＝
新
泉
小
学
校

六
年
生
有
志
▽
青
少
年
の
指
導

＝
佐
藤
真
（
高
井
戸
中
学
校
三

年
）、
安
藤
有
里
（
向
陽
中
学
校

三
年
）
▽
社
会
福
祉
＝
富
士
見

丘
小
学
校
児
童
会
、
高
円
寺
中

学
校
生
徒
会
、
神
明
中
学
校
地

域
文
化
交
流
会
実
行
委
員
会
、

和
田
中
学
校
三
年
生
▽
防
火
＝

吉
田
健
太
郎
（
阿
佐
ケ
谷
中
学

校
一
年
）、
八
木
孝
平
（
阿
佐
ケ

谷
中
学
校
一
年
）、
錦
織
知
之

（
阿
佐
ケ
谷
中
学
校
一
年
）、立

川
紗
耶
（
東
京
立
正
中
学
校
一

年
）、
久
田
み
ゆ
き
（
第
一
商
業

高
等
学
校
二
年
）

　

問
い
合
わ
せ
は
、
女
性
・
青

少
年
課
青
少
年
係
へ
。

　

春
の
ポ
リ
オ
予
防
接
種
の
対

象
者
で
、
接
種
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
お
子
さ
ん
は
、
次
の
会

場
・
日
時
で
受
け
て
く
だ
さ

い
。

▽
５
月
２
・　

日
＝
荻
窪
保
健

２９

セ
ン
タ
ー（
荻
窪
５
―　

―
１
）

２０

▽
５
月　

・　

日
＝
高
井
戸
保

１７

２４

健
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東
３
―

　

―
３
）
▽
５
月　

・　

日
＝

２０

１２

１９

高
円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
円

寺
南
３
―　

―　

）

２４

１５

　

受
付
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午

後
１
時　

分
〜
３
時
。
費
用
は

３０

無
料
で
す
。

　

希
望
者
は
、「
予
診
票
」
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
母
子
健
康

手
帳
を
持
っ
て
各
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
保
健

所
保
健
予
防
課
@
３
３
９
１
‐

１
０
２
５
ま
た
は
各
保
健
セ
ン

タ
ー
（
電
話
番
号
は
８
面
健
康

相
談
の
表
を
参
照
）
へ
。

掲示板〈がん健診〉

申込期限検査項目対　　象実施期間健診名

第１回締切日５月３１日
第２回締切日６月３０日
最終締切日７月２１日

問診・聴打診・血圧測定・
検尿・血液検査・胸部エッ
クス線単純撮影・喀痰検査
（該当者のみ）

３５歳以上の区民
（昭和４１年３月３１日
までに生まれた方）

６月２０日～
８月２１日肺がん検診

６月１５日
問診・間接喉頭鏡検査・喉
頭ファイバースコープ（該
当者のみ）

５５歳以上の区民
（昭和２１年３月３１日
までに生まれた方）
【定員】４５０名
（申し込み多数の場
合は抽選）

７月１日～
９月３０日

喉頭がん
検診

第１回締切日４月２８日
以降毎月末日が
締切日
最終締切日１０月３１日

問診・視診・頸部細胞診・
体部細胞診（該当者のみ）

３０歳以上の区民
（昭和４６年３月３１日
までに生まれた女性
の方）

６月１日～
１１月３０日

子宮がん
検診

問診・視診・触診乳がん検診

注．Aハガキは１人１検診につき１枚B申込締め切り日は必着C対象年齢は各種検診とも平成１３年３
月３１日現在D昨年度、既に子宮がん・乳がん検診継続送付依頼書を送付された方は、自動的に受診
票を送付しますので、申し込みは不要E子宮がん検診は、東京都がん検診センターでも実施してい
ます。問い合わせは、健康推進課へ。

　

盲
人
会
館
（
南
荻
窪
３
―　
２８

―　

）
で
は
、
杉
並
区
視
覚
障

１０
害
者
福
祉
協
会
が
、
区
の
委
託

を
受
け
て
様
々
な
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

盲
人
会
館
@
・
�
３
３
３
３
‐

３
４
４
４
へ
。

　

一
般
の
方
を
対
象
に
、
三
療

（
ハ
リ
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
き
ゅ

う
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

【
費
用
】
一
術
＝
初
回
四
〇

〇
〇
円
、
二
回
目
以
降
（
三
カ

月
有
効
）
三
六
〇
〇
円
／
二
術

＝
初
回
五
五
〇
〇
円
、
二
回
目

以
降
（
三
カ
月
有
効
）
五
〇
〇

〇
円
【
時
間
】
午
前
９
時
〜
午

後
９
時
（
受
け
付
け
は
午
後
７

時
ま
で
）【
休
業
日
】
毎
週
水

曜
日
と
第
三
月
曜
日

◇
三
療
施
術
者
を
募
集

　

ハ
リ
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
き
ゅ

う
師
の
免
許
を
お
持
ち
の
視
覚

FAX

〈盲人会館の各種教室〉

日時教室名

６月～１３年２月の第１・２・３
火曜日と１・２月の第４火曜日
（８月と１月の第１火曜日は
除く）午前１０時～正午（計２５回）

点　字

Ａ

６月～１３年２月の第２・４水曜
日（８月と１２月の第４水曜日は
除く）午前１０時～正午（計１５回）

盲人用
ワープロ

６月、９月、１３年２月の第４水
曜日午後１時３０分～３時３０分
（計３回）

三　療Ｂ

５月～１３年３月の第３水曜日
（８月は除く）午前１０時３０分～
午後１時３０分（計１０回）

料　理Ｃ

※Ａ＝ボランティアの方も参加できます（盲人
用ワープロは、点字経験のある方が対象）。Ｂ
＝三療資格が必要。Ｃ＝女性が対象。

平成１２・１３年度　体育指導委員

電話番号住    所氏　　名

３３３２‐９６５９久我山５‐２１‐８‐１０２青 木 あ さ

３３１１‐１４１５堀ノ内１‐８‐３‐２０２飯 島 典 子

３２２０‐９３３３成田西４‐６‐８‐２池 上 園 美

３３１２‐８６２０松ノ木２‐３４‐１７伊 藤 恒 夫

３４２８‐１５２３下高井戸５‐４‐４８‐１０２井 村 浩 明

５９３０‐４７５１和泉２‐４５‐２７入 江 能 子

５９３２‐２３８３上井草１‐１９‐１７内 田 真 澄

５３１７‐８０２８下高井戸３‐２５‐２‐１０１太 田 一 直

３３１１‐２７６３和田３‐５２‐９大 槻 和 広

３３０２‐９４０１下高井戸５‐６‐１２河 西　 巖

３３３０‐３６４２阿佐谷北４‐８‐１６風 間 健 二

３３１７‐１２５８梅里２‐４０‐１７‐１１０２粕 谷 泰 右

３３１６‐７９６６堀ノ内２‐１８‐２６亀 山 安 之

５３９７‐１９３３成田東５‐４‐２８川喜多信一

３３１２‐４７９２成田東２‐２９‐１５小張賀寿美

３３９８‐６８３６阿佐谷南３‐２０‐１２‐１酒井りか子

３３３２‐２４０５南荻窪３‐４‐７佐藤志津子

３３３７‐０４３８高円寺北３‐２８‐１４清 水 恒 治

３３９５‐４３８８本天沼２‐４２‐５高 山 政 敏

３３１５‐２３０１高円寺南２‐１６‐９長 井 哲 夫

３３３４‐９３３７久我山４‐４７‐１６永 井 由 紀

３３９１‐６３０２荻窪４‐２１‐２５三池田淑子

３３９９‐４１６９上荻３‐２１‐１３水 野　 宏

３３３４‐０６１４西荻南２‐１８‐１５谷田部桂子

３３９０‐０２５８上荻２‐２８‐２２山 田 芳 信

　

体
育
指
導
委
員
（
左
表
）
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
支

援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ

ー
ツ
に
関
す
る
身
近
な
相
談
窓

口
と
し
て
、
助
言
や
案
内
を
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育

ス
ポ
ー
ツ
課
社
会
体
育
係
へ
。

連休中のごみ・資源の収集について
４月２９日～５月５日の祝日の可燃ごみ・不燃ごみ・資源・粗
大ごみの収集作業は、通常通り行います。
　決められた収集曜日の午前８時（一部地域は７時３０分）まで
にごみ集積所に出してください。

●問い合わせ…西清掃事務所@３３９２‐７２８１
東清掃事務所@３３２３‐４５７１

高
齢
者
の

 
徘
徊 
検
索
シ
ス
テ
ム
利
用
者

は
い
か
い

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
の

購
入
費
を
助
成

肺
・ 
喉
頭 
・
子
宮
・
乳
が
ん

こ
う
と
う

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

新
番
組
放
映
中
！

 
「
す
ぎ
な
み
ニ
ュ
ー
ス
」

善
行
青
少
年
を
表
彰

春
の
ポ
リ
オ
予
防
接
種

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
へ

障
害
者
で
、
自
営
ま
た
は
雇
用

さ
れ
る
こ
と
が
困
難
な
方
に
対

し
て
仕
事
の
場
を
提
供
し
ま

す
。

　

視
覚
障
害
者
な
ど
を
対
象

に
、
各
種
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。　

　

【
内
容
】
左
表
の
と
お
り

【
参
加
費
】
無
料
（
教
材
費
は

自
己
負
担
）

　

申
し
込
み
は
、
５
月
８
日
ま

で
に
電
話
で
盲
人
会
館
へ
。

　

視
覚
障
害
者
や
そ
の
家
族
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
館
内
で

点
字
複
写
機
、
録
音
機
、
盲
人

用
ワ
ー
プ
ロ
、
弱
視
者
用
拡
大

読
書
機
、
調
理
機
器
な
ど
を
お

貸
し
し
ま
す
。

　

外
出
時
に
付
き
添
い
の
得
ら

れ
な
い
視
覚
障
害
者
に
、
誘
導

な
ど
を
す
る
介
護
人
を
派
遣
し

て
い
ま
す
。

�
一
般
の
方
を
対
象
に

ハ
リ
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

e

各
種
教
室

施
設
・
各
種
機
器
の
提
供

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣

平成１２・１３年度

体育
指導委員が
決まりました

　

ご
利
用
く
だ
さ
い　

盲盲盲盲盲盲盲盲盲盲盲盲盲盲盲盲盲盲盲盲盲盲盲盲盲盲盲盲盲盲盲盲盲盲盲盲盲盲盲
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
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申
し
込
み
は
、
専
用
往
復
ハ

ガ
キ
（
区
役
所
、
出
張
所
、
地

域
区
民
セ
ン
タ
ー
、
区
民
集
会

所
、
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
高

齢
者
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
あ

り
ま
す
）
に
記
入
し
、
５
月
１

日
〜　

日
（
必
着
）
ま
で
に
郵

１５

送
ま
た
は
持
参
を
。
期
間
外
に

届
い
た
も
の
と
重
複
申
し
込
み

は
無
効
で
す
。

　

５
月　

日
に
抽
選
し
、
月
末

１９

に
結
果
（
当
選
者
に
は
使
用
承

認
書
）
を
通
知
し
ま
す
。

※
湯
河
原
す
ぎ
な
み
荘
、
す
ぎ

な
み
自
然
村
と
も
７
・
８
月

は
無
休
で
す
。

◇
６
月
の
湯
河
原
す
ぎ
な
み
荘

　

と
す
ぎ
な
み
自
然
村
の

　

空
室
の
受
け
付
け

　

５
月
１
日
か
ら
利
用
日
の
前

日
ま
で
、
電
話
ま
た
は
窓
口
で

受
け
付
け
ま
す
（
た
だ
し
、
前

日
お
よ
び
前
々
日
は
、
施
設
の

都
合
で
ご
利
用
に
な
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
）。
空
室
状
況

を
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お

　

区
で
は
、
昨
年
３
月
策
定
し
た
「
み
ど
り
の
基
本
計
画
」

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
緑
化
施
策
の
見
直
し
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
区
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
み
ど
り
を
守
り
、
増

や
し
、
育
て
る
こ
と
を
積
極
的
に
進
め
る
た
め
、
４
月
よ
り

次
の
新
た
な
緑
化
施
策
に
取
り
組
み
は
じ
め
ま
し
た
。

★
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
に

し
ょ
う
ぶ
湯
の

無
料
入
浴
サ
ー
ビ
ス

　

区
内
の
各
公
衆
浴
場
で
は
、

５
月
５
日
¥
午
後
４
時
か
ら
終

業
ま
で
、
小
学
生
以
下
の
お
子

さ
ん
を
対
象
に
、
無
料
入
浴
サ

ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。
景
品
つ

き
く
じ
引
き
も
あ
り
ま
す
。

　

【
問
合
せ
】
公
衆
浴
場
組
合

杉
並
支
部
・
石
原
@
３
３
３
４

‐
８
４
０
２
（
正
午
以
降
）

★
ご
存
知
で
す
か
？

　
　
　
　
　

福
祉
定
期
預
貯
金

　

障
害
基
礎
年
金
や
、
児
童
扶

養
手
当
な
ど
特
定
の
年
金
、
各

種
福
祉
手
当
（
法
律
に
基
づ
き

支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
）
を
受

給
し
て
い
る
方
を
対
象
に
し

た
、
福
祉
定
期
預
貯
金
の
取
り

扱
い
期
間
が
一
年
間
（
平
成　
１３

年
２
月　

日
ま
で
）
延
長
さ
れ

２８

ま
す
。

▽
福
祉
定
期
預
貯
金
の
概
要

①
預
貯
金
の
種
類
＝
一
年
間
の

定
期
預
貯
金
②
利
率
＝
年
４
・

　

％（
税
引
後
利
率
３
・　

％
）

１５

３２

固
定
金
利
③
限
度
額
＝
一
人
に

つ
き
三
〇
〇
万
円
ま
で

　

ご
利
用
の
際
に
は
、
対
象
と

な
る
年
金
や
各
種
手
当
て
の
受

給
者
で
あ
る
こ
と
の
確
認
（
年

金
証
書
な
ど
の
提
示
）
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
、
お
近
く
の

郵
便
局
ま
た
は
金
融
機
関
の
窓

口
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

★
「
三
鷹
台
団
地
建
替
事
業
」

の
環
境
影
響
評
価
案
に
係
る
見

解
書
の
公
示
・
縦
覧
と
説
明
会

　

【
縦
覧
日
時
】
４
月　

日
π

１９

〜
５
月
８
日
∑
の
午
前
９
時　
３０

分
〜
午
後
４
時　

分
【
縦
覧
場

３０

所
】
都
環
境
局
環
境
評
価
部
環

境
影
響
評
価
審
査
課
（
新
宿
区

西
新
宿
２
―
８
―
１
都
庁
第
一

本
庁
舎
北
塔
三
五
階
）、
都
多

摩
環
境
事
務
所
（
立
川
市
錦
町

４
―
６
―
３
立
川
合
同
庁
舎
四

階
）、
区
環
境
保
全
課
（
成
田
東

５
―　

―　

ザ
・
プ
ラ
ザ
Ｆ
ビ

３５

１５

ル
一
階
）、
宮
前
出
張
所
（
宮
前

５
―
５
―　

）
２７

◇
意
見
書
の
提
出

　

意
見
が
あ
る
都
民
の
方
は
、

事
業
名
、
意
見
の
ほ
か
、
住
所

（
都
外
在
住
で
、
在
学
・
在
勤

の
方
は
そ
の
旨
も
）、
氏
名
を

書
い
て
、
５
月　

日
（
消
印
有

１８

効
）
ま
で
に
都
環
境
局
環
境
評

価
部
環
境
影
響
評
価
審
査
課

（
〒　

‐
８
０
０
１
新
宿
区
西

１６３

新
宿
２
―
８
―
１
）
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
@
５

３
８
８
‐
３
４
４
０
へ
。

◇
事
業
者
に
よ
る
説
明
会

　

縦
覧
期
間
中
に
評
価
書
案
に

係
る
見
解
書
の
内
容
に
つ
い
て

説
明
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

【
日
時
・
会
場
】
①
４
月　
２７

日
∫
＝
三
鷹
市
東
児
童
館
（
三

鷹
市
牟
礼
２
―　

―　

）
②
４

１３

１９

月　

日
ª
＝
牟
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ

２８
ィ
セ
ン
タ
ー
（
三
鷹
市
牟
礼
７

―
６
―　

）
／
い
ず
れ
も
午
後

２５

６
時　

分
〜
８
時　

分【
問
合

３０

３０

せ
】都
市
基
盤
整
備
公
団
東
京

支
社
建
替
事
業
部
建
替
計
画
課

@
５
３
２
３
‐
２
６
７
９

効
で
す
。

　

５
月　

日
に
抽
選
し
、
月
末

１９

に
結
果
（
当
選
者
に
は
使
用
承

認
書
）
を
通
知
し
ま
す
。

　

使
用
承
認
書
は
、
忘
れ
ず
に

現
地
施
設
へ
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
利
用
料
金
な
ど

は
、
現
地
施
設
で
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。

◇
全
館
利
用
で
き
る
日

　

▽
弓
ケ
浜
学
園
＝
７
月　

日
２６

〜
８
月　

日
▽
富
士
学
園
＝
７

２０

月　

日
〜
８
月
５
日
、
８
日
〜

２９

　

日
▽
菅
平
学
園
＝
８
月　

日

１７

１１

〜　

日
▽
秋
川
荘
＝
７
月
１

１７
日
、
２
日
、
８
日
〜　

日
、
８

１９

月
６
日
〜　

日
、　

日
、　

日

１９

２６

２７

で
す
。

◇
休
館
日

　

▽
弓
ケ
浜
学
園
＝
７
月　

〜
１７

　

日
、
８
月　

日
〜　

日
▽
富

１９

２９

３１

士
学
園
＝
８
月　

日
〜
９
月
１

２９

日
▽
秋
川
荘
＝
７
月
４
日

　

使
用
の
取
り
消
し
や
変
更
は

早
め
に
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

各
施
設
の
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
は
、
窓
口
・
電
話
と

も
、
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
杉

並
区
役
所
内
店
（
区
役
所
西
棟

二
階
）
@
３
３
１
２
‐
６
４
３

１
（
直
通
）
へ
（
午
前
８
時　
３０

分
〜
午
後
５
時
。
土
曜
、
日

曜
、
祝
日
は
除
く
）。

※
交
通
機
関
の
予
約
や
、
旅
行

相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

〈施設の料金〉（大人＝１２歳以上、子ども＝３歳～１１歳）

料金（カッコ内は減額料金）
施　　　　設

子ども大　人
３３００円（２４００円）５６００円（３８００円）１泊２食つきす　ぎ　な　み　荘  （神奈川県湯河原町）
３３００円（２４００円）５６００円（３８００円）１泊２食つき本　　　館

すぎなみ自然村
 ��� （群馬県吾妻町）

１棟１泊＝１８００円
（ピアノ付の棟＝２４００円）基本料金

ログハウス
１８００円 （９００円）３６００円（１８００円）１泊食事なし
　１００円 　（５０円）　２００円　（１００円）１泊食事なしキャンプ場

２７００円（２１００円）４４００円（３２００円）１泊２食つき

菅　平　学　園 � （長野県菅平高原）
富　士　学　園 �� （山梨県忍野村）
弓ケ浜学園 � （静岡県南伊豆町）

校
外
施
設
教職員研修所｢秋川荘｣
 ������� (あきる野市五日市)

（注）１．区民で、６５歳以上の方は健康保険証などを、身体障害者手帳・精神障害者保健福祉
手帳・愛の手帳をお持ちの方は手帳を、現地施設のフロントに提示すると料金が減額
になります（コピー可・提示がないと通常料金）。２．自然村のログハウス使用者で食事
（２０００円増）を希望する方は、申請時に申し出てください。３．自然村キャンプ場の開
設は、４月２５日～１０月の第３日曜日まで。オートキャンプはできません。４．菅平・富士
学園は５月～１０月の料金（１１月～４月は別料金）。５．特別料理などの注文は３日前まで
に現地施設へ。

�
７
月
の

湯
河
原
す
ぎ
な
み
荘
と

す
ぎ
な
み
自
然
村

e

リ　サ　イ　ク　ル　自　転　車

５月のクリーンサイクルの販売日
５月１日（月）午後１時～。のぼり旗のある自転
車販売協力店で。申し込み多数の場合は、抽選。
一台９３００円（防犯登録・ＴＳマーク/消費税込み）
e問い合わせ：ú杉並区障害者雇用支援事業団

@５３８２―２０８１/ＦＡＸ５３８２―２０８３

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

が
一
面
枝
葉
で
覆
わ
れ
る
よ
う

に
す
る
も
の
で
す
（
助
成
額
二

〇
〇
〇
円
／
ｍ
）。

　

【
植
樹
帯
】
植
え
込
み
（
縁

石
な
ど
で
囲
ま
れ
た
植
栽
地
）

を
造
る
場
合
で
、
樹
木
の
葉
が

触
れ
合
う
密
度
に
植
栽
（
ツ
ツ

ジ
な
ど
で
は
九
株
／
fl
程
度
）

し
た
も
の
で
す
（
助
成
額
五
〇

〇
〇
円
／
fl
）。

　

【
既
存
塀
な
ど
の
撤
去
】
生

け
垣
、
フ
ェ
ン
ス
緑
化
、
植
樹

帯
を
造
る
た
め
に
、
緑
化
す
る

部
分
の
既
存
塀
な
ど
の
撤
去
に

対
す
る
も
の
で
す
（
助
成
額
五

〇
〇
〇
円
／
ｍ
）。

◇
貴
重
木
保
全
事
業

　

区
内
の
緑
の
減
少
傾
向
が
続

く
な
か
、
地
域
の
か
け
が
え
の

な
い
質
の
高
い
樹
木
を
み
ん
な

の
大
切
な
財
産
と
し
て
、
積
極

的
に
保
全
す
る
事
業
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
み
ど
り
の
条
例
に
基

づ
く
保
護
指
定
制
度
を
拡
充
し

て
、巨
樹（
幹
の
直
径
が
九
〇
㎝

以
上
）、
珍
木（
区
内
に
生
育
し

て
い
る
こ
と
が
生
態
的
に
珍
し

い
）
を
貴
重
木
と
位
置
づ
け
ま

し
た
。
区
内
に
は
、
二
〇
〇
本

を
超
え
る
対
象
樹
木
が
あ
り
ま

す
。今
後
は
、樹
木
の
所
有
者
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
貴
重
木

の
選
定
調
査
を
行
い
、
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
て
所
有
者
と
区
が

保
全
協
定
を
交
わ
す
こ
と
に
よ

り
指
定
し
ま
す
。指
定
後
は
、貴

重
木
に
異
常
が
発
生
し
た
時
、

樹
木
医
に
よ
る
診
断
な
ど
を
も

と
に
、
所
有
者
と
相
談
し
な
が

ら
樹
木
の
健
全
な
育
成
を
は
か

る
た
め
、
積
極
的
に
指
定
木
の

保
全
に
努
め
て
行
き
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
公
園
緑
地

課
へ
。

◇
接
道
部
緑
化
助
成

　

こ
れ
ま
で
の
様
々
な
生
け
垣

化
助
成
を
統
合
し
、
区
内
全
域

で
一
律
の
助
成
制
度
に
な
り
ま

し
た
。
助
成
対
象
は
、
生
け

垣
、
フ
ェ
ン
ス
緑
化
、
植
樹
帯

の
三
種
類
の
緑
化
手
法
と
な
り

ま
し
た
。
助
成
要
件
は
、
個
人

が
、
幅
員
四
ｍ
以
上
の
道
に
面

し
た
敷
地
（
接
道
部
）
に
、
延

長
二
ｍ
以
上
、
奥
行
き
一
ｍ
の

範
囲
で
生
け
垣
な
ど
を
造
る
場

合
で
、
緑
化
し
た
部
分
の
前
面

に
フ
ェ
ン
ス
な
ど
は
造
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
同
一
接
道
部
で
の

重
複
助
成
は
あ
り
ま
せ
ん
。
助

成
を
受
け
る
に
は
、
事
前
に
申

請
が
必
要
で
す
。

　

【
生
け
垣
】
景
観
上
一
体
性

の
あ
る
生
け
垣
を
造
る
場
合

で
、
高
さ
一
・
二
ｍ
以
上
の
樹

木
を
葉
が
触
れ
合
う
密
度
に
列

植
（
一
ｍ
当
り
三
本
程
度
）
し

た
も
の
で
す
（
助
成
額
九
〇
〇

〇
円
／
ｍ
）。

　

【
フ
ェ
ン
ス
緑
化
】
フ
ェ
ン

ス
に
多
年
性
の
つ
る
性
樹
木
を

誘
引
植
栽
す
る
（
つ
る
を
フ
ェ

ン
ス
に
絡
む
よ
う
シ
ュ
ロ
縄
な

ど
で
結
び
付
け
る
）
場
合
で
、

一
ｍ
当
り
五
株
以
上
の
つ
る
性

樹
木
を
植
栽
し
て
、
フ
ェ
ン
ス

保
養
施
設

ガ
イ
ド

情 報 新新
しし
いい
緑緑
化化
施施
策策
のの
おお
知知
らら
せせ

富士学園

湯河原すぎなみ荘

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

予
約
が
取
れ
た
方
に
は
、
使

用
承
認
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

そ
の
後
の
手
続
き
は
、
通
常
の

申
し
込
み
と
同
じ
で
す
。

◇
す
ぎ
な
み
自
然
村
の

　

団
体
利
用
の
申
し
込
み

　
　

月
の
団
体
利
用
（
二
〇
〜

１１
六
〇
名
）
の
申
し
込
み
は
、
５

月
１
日
か
ら
使
用
代
表
者
が
窓

口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

（
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
）。

　

申
し
込
み
（
学
校
使
用
日
以

外
）
は
、
５
月　

日
か
ら
使
用

１０

日
の
前
日
ま
で
、
電
話
ま
た
は

窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
５
月　

日
は
電
話
の

１０

み
の
受
け
付
け
（
受
付
順
）
と

な
り
ま
す
。

　

予
約
が
取
れ
た
方
に
は
、
使

用
承
認
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
往
復
専
用
ハ

ガ
キ
（
前
記
施
設
に
あ
り
ま

す
）
に
記
入
し
、
５
月
１
日
〜

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
ま

１５た
は
持
参
を
。
期
間
外
に
届
い

た
も
の
と
重
複
申
し
込
み
は
無

�
６
月
の

弓
ケ
浜
・
富
士
・
菅
平
学
園

と
秋
川
荘

e�
７
・
８
月
の

弓
ケ
浜
・
富
士
・
菅
平
学
園

と
秋
川
荘

e
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〈発行日〉広報すぎなみ…毎月１日・１１日・２１日

〈高円寺体育館・大宮前体育館・荻窪体育館・永福体育館　春のイベント〉

申し込み定　員時　間種　目施設名開催日

往復ハガキ（４面ハガキ記入例参照。ダブルス
は２人で１枚。シングルスは１人１枚）で５月
８日（必着）までに、高円寺体育館へ

★５０名（２５組）午前９時～午後１時ダブルス
バウンドテニス大会

体育室

高円寺体育館
〒１６６‐０００３
高円寺南２‐３６‐３１

@３３１２‐０３１３
５月２８日

★３６名午後１時～５時シングルス

当日受付自由参加午後５時～９時卓球・バドミントン☆

当日受付自由参加

午前９時～正午フライングディスク体験交流大会

体育室

大宮前体育館
〒１６８‐００８１
宮前２‐１１‐１１

@３３３４‐４６１８

午後１時～５時
インディアカ・ソフトバレーボール
体験交流大会

午後５時～９時卓球・バドミントン☆

往復ハガキ（４面ハガキ記入例参照。１人１枚）
で、５月１０日（必着）までに、荻窪体育館へ

★１００名午前９時～午後１時インディアカ大会

体育室
荻窪体育館　　　
〒１６７‐００５１
荻窪３－４７－２　

@３２２０‐３３８１

６月４日

★６０名午後１時～５時ラージボール卓球大会

当日受付自由参加

午後５時～９時卓球・バドミントン☆

午前９時～午後１時ユニカール☆

小体育室 午後１時～５時フォークダンス☆

午後５時～９時ソシアルダンス☆

午前９時～午後９時武道全般☆武道場

往復ハガキ（４面ハガキ記入例参照。１チーム
１枚）にチーム名、代表者の住所・氏名・電話
番号も書いて、５月１１日（必着）までに、永福
体育館へ

★８チーム午前９時～午後５時バレーボール大会
体育室

永福体育館
〒１６８‐００６４
永福３‐５１‐１７

@３３２８‐３１４６

６月１１日

当日受付自由参加午後５時～９時ラリーテニス☆

☆＝無料開放　　　★＝事前申し込みが必要です。申し込み多数の場合は、抽選。

e杉並区民ヤマベ釣り大会
　【日時】５月１４日∂午前５時４５分出発（小雨決行・区共催）【集合場所】ＪＲ阿
佐ケ谷駅南口広場【会場】静岡県瀬戸川または朝比奈川【交通】大型貸し切りバ
ス２台【対象】区内在住・在勤・在学の方【参加費】大人６０００円、中学生以下３０００
円（保険料・バス代・入漁料・えさ代含む）【定員】６０名【申込み・問合せ】電話
またはハガキ（４面ハガキ記入例参照）で５月８日（必着）までに区釣魚連合会・
橋本（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐１４‐２みなみ阿佐ケ谷ビル１０１@３３１４‐５３４５午前
９時～午後５時）【備考】雨具、長靴、昼食は各自持参。中学生以下は高校生以上
の同伴が必要
e杉並区少年剣道大会
　【日時】６月１１日∂午前８時４５分～午後５時３０分（区共催）【会場】上井草スポ
ーツセンター（上井草３‐３４‐１）【対象】区内在住・在学の小・中学生で杉並区
剣道連盟登録会員の方（申し込み時に登録できます）【保険料】３００円（申し込み
時に納入）、（登録料＝中学生１０００円、小学生無料）【申込み】５月５日～１４日に杉
並区剣道連盟事務局・福山（〒１６７‐００３２天沼２‐４‐１井上ビル３号館管理事務
所内）に直接持参。電話での申し込みは、できません。【問合せ】同連盟・福山@

３３９１‐１８１３（午前９時～午後５時）【備考】車での来場はご遠慮ください

春季ソフトテニス教室
　ソフトテニスの基本、審判技術、試合の進め方などを指導します。
　【日時】５月１３日～７月１日の毎週土曜日午後３時～５時（計８回、予備日＝
７月８・１５日、区共催）【会場】妙正寺体育館庭球場（清水３‐２０‐１２）【対象】
区内在住・在勤の方【参加費】３０００円【定員】３０名（申し込み多数の場合は、抽
選）【申込み】往復ハガキ（４面ハガキ記入例参照）に経験年数も書いて、５月３
日（必着）までに区ソフトテニス連盟・竹下（〒１６８‐００７３下高井戸２‐２４‐２）
へ【問合せ】同連盟・竹下@３３２５‐８８０５（午後７時～９時）
◇高齢者アクアエクササイズ
　水の特性をいかし健康維持・増進、疾病の予防を図ります。　　
　【日時】５月２２日～６月１２日（６月７日を除く）の毎週月・水曜日午前９時～
１１時（計６回）【会場】杉並第十小学校温水プール【対象】区内在住・在勤・在学
で６０歳以上の方【定員】６０名【参加費】１４００円【申込み】往復ハガキ（４面ハガ
キ記入例参照）で４月３０日（必着）までに杉並第十小学校温水プール（〒１６６‐
００１２和田３‐５５‐４９）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】同プール@３３１８
‐８７６３【備考】車での来場はご遠慮ください
◇バドミントン教室
　【日時】５月２５日～７月６日（６月１５日を除く）の毎週木曜日午後７時～９時
（計６回）【会場】上井草スポーツセンター体育室【対象】区内在住・在勤・在学
で中級者の方【定員】４０名【参加費】２１００円【申込み】往復ハガキ（４面ハガキ
記入例参照）で、５月１日（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３
上井草３‐３４‐１）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】同センター@３３９０
‐５７０７【備考】託児あり
◇ストレッチ＆ウォーキングダンス
　ウォーキングダンスにストレッチ運動をミックスした体操です。余分な体脂肪
を燃やし健康維持に役立てます。
　【日時】５月２６日～６月３０日の毎週金曜日午前１１時～午後１時（計６回）【会
場】上井草スポーツセンター小体育室【対象】区内在住・在勤・在学の方【定員】
４０名【参加費】１０００円【申込み】往復ハガキ（４面ハガキ記入例参照）で、５月
１日（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐１）へ。
申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】同センター@３３９０‐５７０７【備考】託児あり

◇卓球教室
　卓球の基本的な技術を楽しみながら学びます。
　【日時】５月２６日～７月１４日の毎週金曜日午前１１時～午後１時（計８回）【会
場】永福体育館【対象】区内在住・在勤・在学で初心者・初級者の方【定員】４０
名【参加費】１６００円【申込み】往復ハガキ（４面ハガキ記入例参照）で５月１日
（必着）までに永福体育館（〒１６８‐００６４永福３‐５１‐１７）へ。申し込み多数の場
合は、抽選【問合せ】同体育館@３３２８‐３１４６
◇弓道・アーチェリー認定講習会
　弓道場を利用するには利用証（一定の技量を認定）が必要となります。安全に
利用していただくため、段位などをお持ちでない方は講習会に参加し、認定をお
受けください。認定を受けた方には技量に応じた利用証を発行します。
　【日時】A５月２７日º＝弓道B５月２８日∂＝アーチェリー／いずれも午後１時
～５時【会場】上井草スポーツセンター弓道場（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐１）
【対象】弓道またはアーチェリーの経験のある方【定員】３６名（先着順）【参加
費】無料【申込み・問合せ】同スポーツセンター@３３９０‐５７０７（実施日の１週間
前までに電話でお申込みください）【備考】託児希望（３歳～就学前）の方は、電
話でお申し込みください
◇障害者のためのわいわいスポーツ教室
　障害の重い方のための楽しいスポーツ教室です。
　【日時】５月２７日º午前１０時～正午【会場】高井戸中学校（高井戸東１‐２８‐
１）【対象】区内在住・在勤・在学の１５歳以上で障害の程度の重い方【定員】３０名
【参加費】無料【申込み・問合せ】４月２８日までに申込書を社会教育スポーツ課
へ。申込書は区内各福祉事務所・体育施設にあります。申し込み多数の場合は、
抽選【備考】A一般の交通機関の利用が困難な方は、リフト付きバスの送迎が利
用できますB当日手伝っていただけるボランティアの方を募集しています。社会
教育スポーツ課までご連絡ください
◇剣道教室
　【日時】５月２８日～７月２３日（６月１１日は除く）の毎週日曜日午前９時～１１時
（計８回）【会場】上井草スポーツセンター小体育室【対象】区内在住・在学の小
学生で初心者の方【定員】４０名【参加費】１３００円【申込み】往復ハガキ（４面ハ
ガキ記入例参照）で、５月１日（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐
００２３上井草３‐３４‐１）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】同センター
@３３９０‐５７０７
◇太極拳
　高齢者の方でも無理なく参加できます。
　【日時】６月２日～７月７日の毎週金曜日午後１時～３時（計６回）【会場】妙
正寺体育館【対象】区内在住・在勤・在学で初心者・初級者の方【定員】４０名
【参加費】１０００円【申込み】往復ハガキ（４面ハガキ記入例参照）で５月１日
（必着）までに妙正寺体育館（〒１６７‐００３３清水３‐２０‐１２）へ。申し込み多数の
場合は、抽選【問合せ】同体育館@３３９９‐４２２４

eプールで魚釣り
　【日時】５月７日∂、２１日∂午前９時～午後３時【会場】和田掘公園プール
（大宮２‐２‐１０）【内容】コイ、金魚など。釣った魚は５匹まで持ち帰り自由
【定員】各日１５０名【参加費】大人３００円、小人（小・中学生）１００円（小学生未満
は無料）【申込み】当日会場へ【問合せ】（財）杉並区スポーツ振興財団@３３１２‐
２１１１（区代表）【備考】Aさお、仕掛け、エサは持ち込み自由、貸出し用ありB持
ち帰り用の入れ物は各自持参C車での来場はできません
e高円寺・大宮前・荻窪・永福体育館　春のイベント
　【日時・会場・内容】下表のとおり【対象】区内在住・在勤・在学の方【参加
費】無料【申込み・問合せ】下表の申し込み問い合わせ先へ

スポーツ教室

競技大会 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

スポーツ�

その他
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杉並区役所@３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

①
道
路
の
性
格

　

外
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く
環
状
道
路
は
、
都
心

か
ら
ほ
ぼ
一
五
‹
圏
域
を
結
ぶ

総
延
長
約
八
六
・
六
‹
の
道
路

で
す
。
こ
の
道
路
の
目
的
は
、

放
射
方
向
の
道
路
を
環
状
道
路

で
相
互
に
連
結
し
て
、
都
心
を

通
ら
ず
に
移
動
す
る
こ
と
に
よ

り
、
都
心
の
交
通
混
雑
の
緩
和

と
都
市
間
の
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
果
た
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

②
整
備
状
況

　

外
か
く
環
状
道
路
の
整
備
状

況
は
、
自
動
車
専
用
部
の
関
越

道
大
泉
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら

常
磐
道
三
郷
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

ま
で
の
約
三
〇
‹
と
、
一
般
部

の
埼
玉
県
内
（
国
道　

号
）
約

２９８

二
五
・
七
‹
お
よ
び
国
道
六
号

線
以
北
の
一
部
約
一
・
八
‹
が

開
通
し
て
い
ま
す
。

③
都
市
計
画
の
概
要

　

都
内
に
お
け
る
外
か
く
環
状

道
路
は
、
昭
和　

年
７
月
に
都

４１

市
計
画
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
杉

並
区
内
の
計
画
概
要
は
、
久
我

山
四
丁
目
、
西
荻
北
四
丁
目
、

善
福
寺
一
〜
四
丁
目
に
位
置
す

る
延
長
約
一
四
七
六
¤
が
対
象

で
、
幅
員
は
自
動
車
専
用
部
と

一
般
部
で
構
成
さ
れ
四
〇
〜
五

八
¤
で
す
。
構
造
は
高
架
（
自

動
車
専
用
部
）
お
よ
び
平
面
式

（
一
般
部
）
で
す
。

④
最
近
の
動
向

　

平
成
９
年
９
月
の
都
と
国
に

よ
る
「
第
一
回
東
京
外
か
く
環

状
道
路
懇
談
会
」
で
地
下
案
を

有
力
な
案
と
し
、
計
画
の
具
体

化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。
都
で
は
、
平
成
９

年
９
月
に
、
外
環
が
地
下
構
造

に
な
っ
た
場
合
の
周
辺
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
に
つ
い

て
調
査
を
行
い
、
公
表
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
都
が
国
・
関
係

区
市
（
練
馬
区
、
杉
並
区
、
武

蔵
野
市
、
三
鷹
市
、
調
布
市
、

狛
江
市
、
世
田
谷
区
）
と
と
も

に
、
平
成　

年
３
月
に
「
東
京

１０

外
か
く
環
状
道
路
と
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
連
絡
会
」
を
設
置

し
、
現
在
意
見
交
換
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

⑤
経
緯
の
概
要

・
昭
和　

年
７
月
、
都
市
計
画

４１

決
定
（
埼
玉
県
境
か
ら
東
名
高

速
間
約
一
八
‹
）

・
昭
和　

年　

月
、
建
設
大
臣

４５

１０

が
「
地
元
と
話
し
う
る
条
件
の

整
う
ま
で
は
強
行
す
べ
き
で
は

な
い
」
旨
の
発
言

・
平
成
４
年　

月
、
常
磐
道
〜

１１

和
光
Ｉ
Ｃ
間
供
用

・
平
成
６
年
３
月
、
和
光
Ｉ
Ｃ

〜
関
越
道
間
供
用

・
平
成
６
年　

月
、
第
八
回
首

１１

都
道
路
会
議
で
「
沿
道
地
域
の

土
地
利
用
や
環
境
保
全
な
ど
の

観
点
か
ら
、
地
下
構
造
を
含
め

検
討
を
行
う
」
こ
と
を
確
認

・
平
成
９
年
９
月
、
都
と
国
に

よ
る
第
一
回
東
京
外
か
く
環
状

道
路
懇
談
会
で
「
地
下
構
造
を

有
力
な
案
と
し
、
関
係
自
治
体

な
ど
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
計

画
の
具
体
化
を
図
っ
て
い
く
」

こ
と
を
確
認

・
平
成
９
年
９
月
都
が
、「
東
京

外
か
く
環
状
道
路
お
よ
び
そ
の

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

調
査
報
告
書
」
を
公
表

・
平
成
９
年　

月
、
第
九
回
首

１０

都
道
路
会
議
で
「
地
域
の
利
便

性
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら

外
環
や
地
上
部
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
関
係
区
市
の
意
見
を
聞

人口と世帯
住
民
登
録

人口／５０万２８０１人（　１５５増）
　男　／２４万３４８４人（　　９５減）
　女　／２５万９３１７人（　２５０増）
世帯／２６万２７５９　（　９５１増）

外
国
人
登
録

人口／１万　３７９人（　７４減）
　男　／　　５２５７人（　５５減）
　女　／　　５１２２人（　１９減）
世帯／　　８２４０　（　４４減）

１２年４月１日現在、（　）は前月比
総人口／５１万３１８０人（　　８１増）

◆５月の各種健康相談◆
和泉保健センター
(和泉４‐５０‐６)
@３３１３‐９３３１

上井草保健センター
(上井草３‐８‐１９)
@３３９４‐１２１２

高円寺保健センター
(高円寺南３‐２４‐１５)

@３３１１‐０１１６

高井戸保健センター
(高井戸東３‐２０‐３)

@３３３４‐４３０４

荻窪保健センター
(荻窪５‐２０‐１)
@３３９１‐００１５

１１・２５日
午前９時～１０時３０分

１６・３０日
午前９時～１０時３０分

１０・２４日
午前９時～１０時３０分

１・１５日
午前９時～１０時３０分

１２・２６日
午前９時～１０時３０分

無料健康相談（検査は有料）
直接会場へ

８日
午後１時１５分～２時

２４日
午前９時３０分～１０時３０分

１１日
午後１時１５分～
（高南５丁目会館）

―１６日
午後１時１５分～２時

子育てに関する相談（計測）・
子育て交流

２・９・１６・２３日―１・８・※１５・２２日１１・１８・２５・３１日１・８・１５・２２日母親学級…母子健康手帳を
持って直接会場へ 午後１時３０分～４時（高井戸保健センターのみ午後１時１５分～）※高円寺保健センターの１５日は午後１時～

２３日（事前申込制）―２２日（事前申込制）３１日（事前申込制）２２日（事前申込制）
パパ・ママ学級

午後１時３０分～４時（高井戸保健センターのみ午後１時１５分～）
１８日

午後１時３０分～３時３０分
１８日

午後１時１５分～２時
１２日

午後１時３０分～３時３０分
１１日

午前１０時３０分～正午
１日

午前１０時～正午
離乳食講習会（無料）
直接会場へ

１６日午前９時～１０時３０分　　
８日午後１時１５分～２時３０分

１０・２４日
午前９時～１０時３０分

１７・２４日
午前９時～１０時３０分

８・２２日
午前９時～１０時３０分

１２・２６日
午前９時～１０時３０分

乳幼児歯科相談（無料）
初診に限ります。

８日（電話で予約を）
午後１時１５分～３時

１８日（電話で予約を）
午後１時１５分～３時

１５日（電話で予約を）
午前９時～１０時３０分

１５日（電話で予約を）
午後１時１５分～３時

２３日（電話で予約を）
午後１時１５分～３時歯科総合相談日（無料）

１３日º午後１時３０分～３時３０分　杉並区歯科医師会(阿佐谷南３‐３４‐３）問い合わせは@３３９３‐０３９１へ歯の健康相談（無料）

１１日
午後１時３０分～

１１日
午後１時３０分～

２６日
午後１時３０分～―１１日

午後１時３０分～痴呆相談（無料）…電話予約

１８日
午後１時３０分～

２２日
午前９時～

１９日
午後１時３０分～

　１０日午後１時３０分～　
２３日午前９時００分～

１８・２４日
午後１時３０分～精神保健相談（無料）…電話予約

※診断書発行業務は保健予防課（予約専用@３３９１－００３７）へ。なお、高円寺保健センターでは酒害相談（１２日午後１時３０分～・無料）も行っています（電話で予約を）。

外
か
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環
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画

外
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外
か
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環
状
道
路
計
画

外
か
く
環
状
道
路
計
画�

外
か
く
環
状
道
路
計
画�

休日などに急病のときは…

（注）１．往診は行いません。２．いずれも受診の際は、健康保険証・老人医療証やその他の医療証（コピー不可）を
必ず持参してください。

●急に熱が出た……
　休日等夜間急病診療テレホンセンター

@３３９１－１５９９

◆急病に限り、まず電話でご相談ください。このテレホンセ
ンターで、休日等夜間急病診療所（保健医療センター２
階）や急病診療医療機関（当番制）の紹介をしたり、医師
が急病の相談に応じます。
【診療科目】内科、小児科、外科、耳鼻咽喉科
【受付時間】土曜日：午後１時～９時３０分
　　　　　　日曜・祝日・年末年始：午前９時～午後９時３０分
　　　　　　

●歯が痛いときは……
　歯科休日急病診療所

（杉並保健所３階）@３３９８－５６６６

◆急病に限り、まず電話でご相談ください。
【受付時間】日曜日・祝日・年末年始：午前９時～午後４時

●処方せんによる調剤が必要なときは……
　休日等夜間調剤薬局 
 （保健医療センター地下１階）@３３９１－５５３９

◆休日や夜間などに処方せんを受け付けます。
【受付時間】土曜日：午後１時～１０時
　　　　　　日曜日・祝日・年末年始：午前９時～午後１０時
　　　　　　

N

文�

荻窪駅�

荻窪高校前バス停�
都立�
荻窪高校�

地下道入口�

NTT

JR中央線�

靴店�

新
宿�

→�←�

立
川�

南口�

杉並保健所�

保健医療センター�

（荻窪５‐20‐１ ）�

一般的に地下構造としては、下図のような構造が考えられます。�
接続部分（インターチェンジ、ジャンクション）では開削工法のボックス構造となります。�
標準区間では、ボックス構造の他にシールド構造の採用も考えられます。�

地下構造の一般的事例�

●ボックス構造（開削工法）� ●シールド構造�
■ボックス構造�

・一旦開削し、道路
構造物を構築し再
び埋め戻す工法。�

・地上から掘削する
ため、建物等の移
転が必要。�

・換気塔が必要。�

■シールド構造�
・地上から掘削を行
わず地下部でトン
ネルを構築する工
法。�
・換気塔が必要。�

●写真募集／区内の催しや楽しい情報をお待ちし
ています。広報課へ郵送か持参を。掲載者には記念
品を差し上げます｡●写っている方／希望者には写
真を差し上げます。�
※広報課へご連絡ください。�

　
Ｊ
Ｒ
阿
佐
ヶ
谷
駅
前
の
南
口
公
衆
ト
イ
レ
が

体
の
不
自
由
な
人
に
や
さ
し
い
作
り
と
な
っ
て

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
８
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
阿
佐
谷
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ

ー
ト
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
ジ
ャ
ズ

も
披
露
さ
れ
、
み
ん
な
で
新
し
い
ト
イ
レ
の
誕

生
を
祝
い
ま
し
た
。�

み
ん
な
き
れ
い
に
使
っ
て
ね�

事
業
中
区
間
Ｌ
＝
1
1
.6ｋ
ｍ

一
般部
（国
道2
98号

）開通 Ｌ＝32.2ｋｍ

D
予
定
路
線

（
未
都計）Ｌ≒20ｋｍ

B
事

業
中
区
間
Ｌ
≒
2
0ｋ
ｍ

A

専
用
部（
外環
自動
車道
）開通 Ｌ＝29.6ｋｍ

C
外
環（
関
越
道
〜
東
名
高
速
）L

　1
6
km

≒
�

東関道�

京葉道路
京葉道路�
京葉道路�

千葉県�

湾岸道路湾岸道路�湾岸道路�

６�

４�

２９８�

１２２�

１２２�

１７�

２０�

４６６�

２４６�

１�

１５�

１３１�

１３２�

４０９�

３５７�

１３０�

１７�

２５４�

２５４�

４６４�

１４�

３５６�

１６�

Ｎ�

常
磐
道�

草
加
草
加�バイ
パ
ス

バ
イ
パ
ス�

草
加�バイ
パ
ス�

東
北
道�

東京都�

三郷ジャンクション�
川口ジャンクション�

大泉ジャンクション�

美女木ジャンクション�

関越道�

埼玉県�
新
大
宮�

バ
イ
パ
ス�

中央道�

東
名
高
速
�

第
三
京
浜�

東京湾�

東京湾アクアライン�

凡　例�

外環開通区間�

外環事業中区間�

外環都計済区間�
（関越道～東名高速間）�

調査中�

調査中�

一般国道�

※破線は未供区間です。�

自動車専用道路�

■「外環」の全体計画と幹線道路網図�い
て
い
く
と
と

も
に
計
画
の
具

体
化
に
向
け
意

見
交
換
、
検
討

を
行
っ
て
い

く
」
こ
と
を
確

認・
平
成　

年
３

１０

月
、
都
、
国
、

関
係
区
市
か
ら

な
る
「
東
京
外

か
く
環
状
道
路

と
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
連
絡

会
」
を
設
置

・
平
成　

年　
１１

１０

月
、
都
知
事
現

地
視
察

　

な
お
、
外
環

に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、
区

計
画
調
整
課

へ
。

　

ま
た
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
は
、

同
課
（
区
役
所

西
棟
四
階
）
お

よ
び
各
出
張

所
、
各
地
域
区

民
セ
ン
タ
ー
に

も
あ
り
ま
す
。

ご協力ください！
有珠山火山活動災害義援金

区内の施設に義援金箱を設置（５月２日まで）
しています。皆さんのご協力をお願いします。
【設置場所】区役所一階案内窓口、出張所、

地域区民センター
◇日本赤十字社でも募金を行っています
【入金方法】郵便振替で「０２７５０－１－１５０」日本赤
十字社北海道支部支部長・伊藤義郎あて入金してく
ださい（振替用紙の通信欄に「有珠山火山活動災
害義援金」と明記してください）。手数料は無料
【受付期間】５月２日まで

問い合わせは、福祉課福祉係へ。


